
 

 

 

 

 

 

 

 

８月行事予定 

★ ＩＣＴ支援員来校日 

日 曜 行     事 給食 

１ 金  ― 

２ 土  ― 

３ 日 
こども会議 12:45 ・こどもまんなかアクション

リレーシンポジウム（コミカン）１３：３０ 
― 

４ 月                                 ★ ― 

５ 火  ― 

６ 水  ― 

７ 木 七夕まつり（双岩公民館）9:00 ― 

８ 金  ― 

９ 土  ― 

１０ 日  ― 

１１ 月 山の日                          ― 

１２ 火 てやてやウエーブ             ― 

１３ 水 学校閉庁日   ※学校に職員は不在です。 ― 

１４ 木 学校閉庁日           〃 ― 

１５ 金 学校閉庁日           〃 ― 

１６ 土  ― 

１７ 日 市ＰＴＡソフトバレーボール大会 ― 

１８ 月  ― 

１９ 火 八幡市・八幡浜市中学生交流事業～21日 ― 

２０ 水                                  ― 

２１ 木   ― 

２２ 金 １日海員学校 ― 

２３ 土 全校親子活動 14:00～18:00 ― 

２４ 日  ― 

２５ 月 職員会 校内研修 ― 

２６ 火 
学 習 会 （１・２年）8:00～9:15 

陸上練習 （３～６年）8:00～9:15 
― 

２７ 水 
学 習 会 （１・２年）8:00～9:15    ★ 

陸上練習 （３～６年）8:00～9:15 
― 

２８ 木 
陸上練習 （３～６年）8:00～9:15 

学 習 会 （３～６年）9:30～11:00 
― 

２９ 金 
陸上練習 （３～６年）8:00～9:15 

学 習 会 （３～６年）9:30～11:00 
― 

３０ 土  ― 

３１ 日 市防災訓練   ※ ぜひ御参加ください。 ― 

【９月の主な行事等】  

・ ２学期始業式（１日） ※ ５時間授業 下校時刻 １３：４５～ 

・ 敬老会（７日）    

・ 三校交流活動（９日） 

・ 修学旅行（17～19日） 

※ 行事については、変更の可能性があります。御了承ください。 

 

【
【双岩小ホームページ URL】 

https://futaiwa-e.esnet.ed.

jp 

令和７年７月１学期最終号 

 夢中になれるものを 

双岩小学校１５１年目の１学期が終わりました。４月

の竹の子の集いを皮切りに、交通安全教室、ＰＴＡ奉仕

活動、春季運動会、県道・市道清掃など、大人と子ども

が共に活動する充実した機会に恵まれました。保護者の

皆様、地域の皆様、大変お世話になりました。それぞれ

の活動で得た経験や知識を題材にして「ハッピーテーブ

ル２０」での会話も弾んだのではないでしょうか。「夢中」

になって家族との会話を楽しむ。そのような場面が増え

れば増えるほど、子どもの心は満たされ、親子の絆もよ

り強くなるはずです。 

私事ですが、一昨年から家族で夢中になっているのが

スポーツ観戦です。地元愛媛のプロバスケットボールチ

ームを応援するために時間（お金も）を費やしました。

残念ながら昨シーズンのチーム成績は全６０戦、５勝５

５敗。しかも、３０連敗というリーグワーストタイ記録

樹立のおまけつき。正直なところ、ストレスを溜めるた

めに応援しているのではないかと思った時期もありまし

た。しかも、３０連敗後にチームのヘッドコーチのお子

さん（生後７か月）が亡くなってしまうという不幸な出

来事もありました。このような中で迎えた令和７年１月

２４日。この日負ければ３１連敗となり、リーグワース

ト新記録です。それだけではありません。この日の戦い

は、亡くなったヘッドコーチのお子さんを弔うためにも

絶対に勝たなければならないのです。会場に到着すると、

連敗阻止に向けてチームと観客が一丸となって戦おうと

する空気が漂っています。試合開始前、会場内全員で黙

祷を捧げ、ゲームが始まりました。一つ一つのプレーや

審判の判定で沸き起こる大歓声がチームを後押ししま

す。息詰まる熱戦は第３クォーターが終わって６７対５

１でリード。通常であれば限りなく勝利に近い点差です

が、今までの連敗が頭をよぎり一瞬たりとも気が抜けま

せん。試合終了が近づくにつれ、周囲には祈るように両

手を合わせながら試合を見守る人・人・人。「３、２、１、

０」試合終了のブザーと同時に選手たちは抱き合い、チ

ームスタッフと共に涙を流していました。もちろん、私

もこっそりと。何となく軽い気持ちで始めたスポーツ観

戦で、これだけの感動を味わうことができるとは思いも

しませんでした。 

スポーツ観戦が当たり前になり、間違いなく家族の会

話が増えました。同じ時間を共に過ごすことで、共通の

話題ができたからでしょう。今まで少し距離を置いて接

していた我が子にも、うまくコミュニケーションが取れ

るようになり、遠慮せず話せるようになってきました。

明日からの夏休み、子どもとの距離をもっと縮める大チ

ャンスです。子どもからのアプローチを待つのではなく、

親から子どもを誘って夢中になれることを見付けてみま

せんか。今まで同じに見えていた景色も違って見えるは

ずです。９月１日、心の栄養をしっかりと蓄え、笑顔で

登校する双岩っ子に出会うことを楽しみにしています。  

（文責：後藤 敏夫） 


